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現在、「地球の環境」という題目で、地学分野の中の、お
もに第四紀気候変動と地殻変動について紹介する授業を開
講している。受講者数は150名ほどである。講義の最初に、
高校のとき地学の授業を受けてきたかどうか聞くと、受け
てぎた者はたいてい10名いるかいないかといった数であ
る。理科には物理、化学.生 物、地学の4分野があるが.
すべての科目を受けている学生はまずいない。まともに高
校で受講してきたのは、受験に必要な科目だけのようであ
る。すなわち大学に入ったが、こと地学に関する知識は中
学校レベル止まりの学生が大半ということになる。実際 に
他の少人数の授業の際、地学に関 して常識的なことを聞い
ても、まともな回答がなかなか返ってこない。地学以外の
事でも、高校時代に受けた(受験勉強した)科 目以外につ
いては、同様の傾向であり、知識の偏りが著しい。高校で
の勉強が大学受験のためのものになってしまい、授業や勉
強が受験科目に絞り込まれ.受験に対していかに効率的に、
すなりち最小限の努力で最大限の結果を得るよう行ってき
た結果のような気がしてならない。
地学分野では地球温暖化問題、地震などの自然災害等が
しばしば報道されている。きちっと調べた良い内容だと感
心するテレビ番組や新聞記事も目にする。しかし高校で地
学の分野を全く受講していない学生がこの記事や番組を見
て、どれだけ理解できるかと心配になってくる。高校レベ
ルの地学の知識があれば、かなり分かってもらえるだろ う
が、大半の学生は中学生レベルである。しかも近年ゆとり
教育の結果 、その内容すらかなり減少 しているのである。
たとえば地震が発生 したとき、震源やマグニチュー ドはす
ぐに報道される。基礎的な知識さえあれば被災地と連絡が
とれなくてもこれらのデータによってどのような状況であ
るのかをある程度推定でき.よ り適切な初動体制をとるこ
とができるであろう。自分が被災した場合でも、身の回り
の様子やデマ ・うわさを含む断片的な情報からでも何が起
こっているのかを判断し、これからどうすべきかをより適
切に考えることができるであろう。
近年,イ ンターネットが各家庭まで普及し、分からない
事を調べようと思えば、すぐに検索サイ トを通して 何らか
の知識が得られるようになった。これによって高校などで
習ってこなかった分野でもすばや く回答らしぎものが引き
出せるのである。しかし得られた情報をよく理解できるで
あろうか。その情報が正しいのか、ある意図を持って提示
された情報なのかどうか見分けることができるであろうか。
また反対にあることを伝えたい場合では、相手に基礎的な
知識があれば短い言葉で正確に伝えることができる。もし
相手にほとんどそういった知識がない場合、一から説明す
る必要が出てきて話が長々となったり、表面的なことしか
伝わらない、また間違って伝わったりすることになるであ
ろう。こういったことは地学分野だけの話ではなく、社会
において物事を進めたり、子供に教えたりするときも同様
であろう。
大学での共通教育は専門教育に比べ軽視されがちである。
確かに専門的な知識は社会で必要となる。しかし専門以外
の広い知識も物事を進めてゆく上でおおいに助けになるも
のであり、その人の幅を広げるものでもある。共通教育は
幅広い知識を得ることのできる学校教育における最後のチ
ャンスであり、この機会を大いに利用してもらいたいと思
う.
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